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Ⅰ 学校の概要 

 １ 児童生徒、学級数、教職員数 

  (1)生徒数  283名 

  (2)学級数  ３学科９クラス 

  (3)教職員数 56名 

   （平成 29年３月１日現在） 

 ２ 地域の概要 

   本校の所在する京都府北部地方は、日本海側では

最大級のリアス式海岸が発達した若狭湾の西部に

位置している。湾内には多くの支湾が存在し、その

１つである宮津湾は日本三景で有名な天橋立を有

している。湾内に点在する港は古くから良港として

発展し、現在も日本海の豊富な水産資源を水揚げす

る漁港や環日本海の貿易港として地域経済を支え

ている。若狭湾内には 14 基の原子力発電所が集中

しており、住民の環境に対する関心は高い。また、

天橋立の世界遺産登録を目指す地域の運動が進む

なか、京都府が推進する「海の京都」事業も始まり、

内海や沿岸の「里海」に対する関心も高まっている。 

 ３ 環境教育の全体計画等 

   本校は、海洋科学科、海洋工学科(航海船舶コー

ス・海洋技術コース)、海洋資源科(栽培環境コー

ス・食品経済コース)を設置（表１）して、「海のス

ペシャリスト」育成を目指す近畿唯一の水産・海洋

系単独の専門高校である。 

１ 

年 

海洋 

学科群 

希望進路、興味・関心、適性等

で２年次以降の所属を決定する。 

２ 

・ 

３ 

年 

海洋 

科学科 

普通科に近いカリキュラムで、

四年制大学進学を目指す。 

海洋 

工学科 

航海船舶 

コ ー ス 

海技士になるため

の学習をする。 

海洋技術 

コ ー ス 

海洋土木や作業潜

水を学ぶ。 

海洋 

資源科 

栽培環境 

コ ー ス 

魚介類の飼育技術

を学ぶ。 

食品経済 

コ ー ス 

 水産食品の製造・

流通等を学ぶ。 

（表１）本校の設置学科 

若狭湾西部の海洋環境に大きな影響を及ぼす由

良川、若狭湾の支湾である舞鶴湾、栗田湾及び宮津

湾等を本校の実習フィールドとしているため、それ

らの水域を様々な方法でモニタリングしながらグ

ローブ活動を展開し、地域や水産業の活性化を目指

している。 

  
天橋立 本校全景 

 

Ⅱ 研究主題 

  京都の海をモニタリング 

  ～環境の視点から地域を守り育てる活動へ～（継続） 

 

Ⅲ 研究の概要 

 １ 研究のねらい 

   国内には１次産業と観光業が連携して発展を目指

すところが少なくないが、この地域もその１つであ

る。京都府の水産業は、定置網と底曳網で沿岸域に

生息するカレイやズワイガニ、回遊性のブリ等多様

な魚種を漁獲している。しかし、近年は水温上昇に

伴いサワラの漁獲量の急増等大きな変化が見られ

るようになった。 

   一方、京都府北部の観光業は、天橋立が中心とな

って日本各地や海外からも観光客を集めているが、

内海である阿蘇海は閉鎖性水域のため、汚濁物質の

流入・蓄積が進み、底質にはヘドロが堆積、水中は

貧酸素状態、表層は富栄養化によりアオサが異常発

生するなどの課題を抱えている。 

   このような背景の下、京都府の沿岸域を様々な方

法でモニタリングし、環境教育を推進していくこと

は非常に意義深いと捉えている。また、グローブ校

としての役割を果たすことにより、環境に対する視

点を備えた人材を育むことができ、環境保全に向け

て取り組む裾野を広げることができる。本校は、京

都府漁業士会や近隣の研究施設、市町の商工観光課

や観光施設と連携して取り組む事業が年々増加し

ているため、この取組が今までの連携事業をさらに

推進し、地域社会へ拡大していくことを期待する。 

 ２ 校内の研究推進体制 

  (1)研究推進体制 

   「グローブ推進会議」を校内に設置する。構成員

は、校長、副校長、各学科・コース長（５名、内グ

ローブティーチャー２名）、普通科代表（１名）、部

活動代表（１名）、実習船乗組員（２名）の計 11名

で構成する。 

   また、本研究は各学科・コースの特色を活かして

全校で取り組むが、本校桟橋における観測及び結果

の分析・総括は海洋科学科、実習船での調査は海洋

工学科航海船舶コースが中心に進めるものとする。 



  (2)観測体制 

   ① 観測分野 

     グローブ観測分野の「水質」 

   ② 観測地点（図１及び２） 

    ア 本校桟橋 

      本校桟橋は、天然のトリガイ産地として有

名である栗田湾の湾奥に位置し、校舎に隣接

しているため、日常的な観測に適している。 

    イ 沿岸域 

      京都府沖合の対馬暖流の流路となる海域、

対馬暖流を含む沖合水と大型河川が合流する

海域、トリガイ等を育成する内湾の海域にそ

れぞれ観測ラインを設けて調査を実施する。 
    ウ 阿蘇海 

      小・中学校に隣接した場所に定点を設置す

ることで、出前授業や定点を利用しやすいよ

うに配慮し、環境教育を地域に広める役割を

持たせた。 

   ③ 観測項目 

    ア 本校桟橋 

      気温、水温、天候（雲量）、比重（塩分濃度）、

透明度、pH、溶存酸素量（DO）の７項目とす

る。観測データは時系列のグラフを作成する。 

    イ 沿岸域 

      本校で独自に設けた定点で水深ごとの塩分

濃度及び蛍光度について CSTDで測定し、観測

ライン毎にそれぞれ鉛直断面図（湾内：水深

2.5m毎、沖合：水深 5.0m毎）を作成する。 

 

（図１）観測地点（沿岸域） 

 

（図２）観測地点（本校桟橋、湾内、阿蘇海） 

   ④ 観測時期・回数 

    ア 本校桟橋 

      平日は海洋科学科（２年：火～金、３年：

月・火、火曜日は隔週）、休日はマリンバイオ

部が担当し、９時から 16時の間に実施した。 

    イ 沿岸域 

      航海船舶コースが担当し、宮津湾、栗田湾

及び舞鶴湾の観測を１ヶ月に１回実施した。

沿岸域は、年６回（４・５・６・７・９・11・

１月）の実施を目標とした。 

    ウ 阿蘇海 

      海洋技術コースが担当し、「マリンフォレス

トプロジェクト」事業で阿蘇海において研究

活動を行う場合に実施した。 

  (3)観測機器等の設置状況 

   ① 気温       棒状水銀温度計 

   ② 水温       棒状水銀温度計 

              水質チェッカ 

              小型メモリ CSTD 

   ③ 天候（雲量）   目視 

   ④ 比重（塩分濃度） 水質チェッカ 

              小型メモリ CSTD 

              赤沼式比重計 

   ⑤ 透明度      透明度板 

   ⑥ pH        水質チェッカ 

   ⑦ 溶存酸素量(DO）  水質チェッカ 

   ⑧ その他 

阿蘇海 

本校桟橋 



     中型実習船「みずなぎ（258トン）」 

     小型実習船「かいよう（19トン）」 

          「むそう（２トン）」 

     水色計、採水器、プランクトンネット、 

     採泥器（エクマンパージ）他 

  
実習船「みずなぎ」 CSTD(JFE ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｯｸ製) 

  

水質チェッカ(HORIBA製) 透明度板 

 ３ 研究内容 

  (1)グローブの教育課程への位置付け 

    教科「水産」において、グローブ担当科目を（表

２）のとおり設定した。◎はグローブ観測を実施す

る科目、○は観測結果を活用する科目である。 
    １年 海洋に関する基本的な知識や観測方法、観

測に必要な技術等を学ぶ。 
    ２年 日常的な観測を行い、観測結果をまとめ、

報告・発表を行う。 
    ３年 観測結果を基に、総合的な研究活動及び実

践発表をする。 
科目 １年 ２年 ３年 

水産海洋基礎 ◎   

海洋環境  ◎ ○ 

水産海洋科学  ◎  

総合実習  ◎ ○ 

課題研究   ◎ 

総合的な学習の時間  ○ ○ 

（表２）教育課程への位置付け 

  (2)グローブを活用した教育実践 

    ２・３年の全学科・コースで取り組むキャリアト

ライアル（集中実習）は、本校における研究活動の

中心である。なお、【 】内は実施年度及び実施し

た学科・コース等を略称で示した。 
   【全】すべての学科・コース 

   【科学】海洋科学科 

   【船舶】海洋工学科航海船舶コース 

   【技術】海洋工学科海洋技術コース 

   【栽培】海洋資源科栽培環境コース 

   【食品】海洋資源科食品経済コース 

   【バイオ】マリンバイオ部 

   ① 海洋観測方法の習得【27-28、１・２年生】 

 

 実習船「みずなぎ」及

び「かいよう」に乗船し、

海洋観測に必要なロープ

ワーク及び海洋観測方法

について学んだ。「みずな

ぎ」乗船時には船舶乗組

員より指導を受けた。 船舶乗組員からの指導 

   ② 日常の観測【27-28科学・バイオ】 

 

 本校に隣接する桟

橋において、日常のグ

ローブ観測（水質７項

目及び海況の観察）を

行った。 

本校桟橋での観測  

 

生徒が所有するスケジュ

ール帳「自己管理ノート」

に日常的なグローブ観測結

果を記入する項（シール印

刷）を設け、環境に対する

意識を高めさせた。 

自己管理ノート 

    
グローブ観測結果 グローブ委員が管理する野帳 

 

日々のホームルームで、

グローブ委員が連絡・報告

を行うことで、生徒の自主

的なグローブ活動を促すこ

とができ、環境の変化を敏

感にとらえさせることがで

きた。 グローブ委員による連絡 

 

観測データは表計算ソフ

トで集計後、HP に入力し

た。生徒用 IDを 10個作成

し、生徒のみで入力した。

アクティブ・ラーニングの

手法を取り入れ、生徒間で

学ばせるようにした。 グローブデータの入力 

 

（図３）グローブ HPから出力した本校桟橋の水温データ 



   ③ 目視による魚類相調査【27-28バイオ】 

     日常のグローブ観測と並行して桟橋海面で目

視による魚類相調査を実施した。調査の結果を

（表３）及び（表４）に示す。 

月 主な魚種（（ ）内は種数） 

4 (34)カタクチイワシ、クロダイ、スズメダイ 

5 (40)クロダイ、スズメダイ、マアジ 

6 (38)クロダイ、マアジ、マルアジ 

7 (46)クロダイ、スズメダイ、マアジ 

8 (46)クロダイ、スズメダイ、マアジ 

9 (38)クロダイ、スズメダイ、マルアジ 

10 (42)クロダイ、マアジ、マルアジ 

11 (43)クロダイ、スズメダイ 

12 (24)カタクチイワシ、スズメダイ 

1 (15)スズメダイ、マアジ、マルアジ 

2 ( 2)カタクチイワシ、ギンポ 

3 (15)カタクチイワシ、スズメダイ、ボラ 

（表３）本校桟橋における目視魚類相調査（平成 27年度） 

 主な魚種（（ ）内は種数） 

4 (31)アナハゼ、イカナゴ、カタクチイワシ 

5 (47)アイナメ、カワハギ、キュウセン 

6 (43)アオタナゴ、アナハゼ、ウグイ 

7 (54)クロダイ、ネズミゴチ、キュウセン 

8 (54)ウマヅラハギ、カワハギ、アミメハギ 

9 (48)アミメハギ、ウマヅラハギ、カワハギ 

10 (47)イシダイ、クサフグ、コモンフグ 

11 (29)ウマヅラハギ、カワハギ、キュウセン 

12 (37)キヌバリ、スズメダイ、メジナ 

（表４）本校桟橋における目視魚類相調査（平成 28年度） 

   ④ 実習船を用いた観測【27-28航海】 

     乗船中は３班に分かれ、１時間毎にローテー

ションする。観測班は CSTDを用いた観測業務、

船舶運航班は観測野帳に関する気象や潮流等

を記録した。作業班は観測データの整理やロー

プワーク等の技術の習得を行った。 

     湾内の観測データについては、湾毎に鉛直断

面図（水温・塩分濃度・蛍光量）を作成し、本

校 HP 上で公開した。また、28 年度は、湾内定

点において採水を行い、福井県立大学海洋生物

資源臨海研究センターの協力により、海底湧水

の調査・研究を前進させることができた。 

 
（図４）湾内の観測結果の一部 

（平成 28年６月 HP掲載分） 

  

CSTDを用いた海洋観測 表面水温の測定 

   ⑤ 栽培漁業技術検定の取得【27-28科学・栽培】 

 

 全国水産高等学校長協

会が主催する栽培漁業技

術検定では、「環境の調

査・観測」の項目があり、

棒状水銀水温計及び赤沼

式比重計の使用方法等に

ついて学習させた。 比重計の使用方法 

   ⑥ マリンフォレストプロジェクト【27-28技術】 

     阿蘇海試験区において、水質浄化作用の高い

アマモを播種した。５月にはアマモ場が拡大し

ていたが、夏季にはイトグサ類の繁茂、秋季に

はアマモ場の消失が確認され、継続した取組が

必要である。 

  
生殖株の確認 イトグサ類の繁茂 

 

 阿蘇海で富栄養化と水

温上昇で大量に繁茂した

アオサやオゴノリを、京都

府職員や京都府漁協、観光

協会等と協同で除去した。

この海藻は畑の肥料とし

て活用した。 繁茂した海藻の除去 

   ⑦ 阿蘇海カキ殻除去【27-28技術・科学・１年】 

     阿蘇海に異常繁殖するカキ殻は、海面にまで

達しており、水質悪化の一因になっている。そ

の除去作業に、２年間で３回実施、のべ 131名

参加した。NPO 団体、国際ボランティア学生協

会、地元漁業者等と協同で取り組むことにより、

地域の環境課題に目を向け、共に解決に向かっ

て行動する意識を醸成することができた。 

  
カキ殻の除去 カキ殻島 



   ⑧ 海面浮遊ゴミの目視調査【27-28科学】 

 

 実習船「みずなぎ」を使

用する乗船実習の際（４・

８・11月）、海面７ｍの高

さからライントランセク

ト法を用いて海面浮遊ゴ

ミの目視調査を実施した。 上甲板から海面を目視 

   ⑨ 海藻の利活用【27-28食品】 

     平成 27年度は、京都府漁業士会と連携し、未

利用資源である海藻類について調査・採取した。

また、商品開発の一環として、本校レストラン

で提供するメニュー「海洋高校 ブイヤベース

ラーメン」のトッピングとして活用した。 
     平成 28年度には、京都府が養殖を推進してい

る「アカモク」の採取を計画したが、荒天によ

り中止になった。しかし、地元企業の御指導に

より、本校レストランでの「アカモク土鍋ご飯」

として提供できた。 

  
海藻採取 ブイヤベースラーメン 

   ⑩ 鯨類目視調査【27-28栽培】 

 

 鯨類に関する情報を元

に、本調査を行い、生物相

から見た海洋環境を学ぶ

とともに、調査時には調査

地点の水質を調べ環境と

の関連性を推測した。 鯨類目視調査 

   ⑪ グローブ校交流会【27科学】 

 

 第 10期グローブ指定校

である府立綾部高校東分

校の連携で、貝殻の水質浄

化研究のため、イワガキ、

トリガイ等の二枚貝の貝

殻を提供した。 貝殻寄贈 

   ⑫ ビーチコーミング【27-28全】 

     フィッシング技能コンテスト（全国水産高等

学校長協会主催）の開催に合わせて、本校に隣

接する栗田浜の海浜清掃を行った。海洋ごみの

実情を知り、国際的な問題であることを学ぶき

っかけになった。 

 平成 27年度 平成 28年度 

ゴミ重量 42 kg 82 kg 

参加生徒 92名 84名 

参加教員 20名 19名 

（表５）栗田浜海浜清掃ゴミ重量及び参加者数 

  

海浜清掃 回収ゴミの分別 

   ⑬ 由良川クリーン作戦【28科学】 

     前述の綾部高校東分校分析化学部が主催する

「由良川クリーン作戦」に参加し、海洋ごみの

起源について学ぶことができた。 

  

河川敷のごみ回収 両校の生徒 

   ⑭ グローブ発表会【27-28全】 

 

 全校体制の研究発表会

を年３回実施した。３年生

は６月及び２月、２年生は

３月に発表の機会を設け、

研究成果をまとめた。２月

には連携校や中学生の視

聴もあった。 研究成果発表会（２月） 

   ⑮ キャリアプランニング・サポート【27-28全】 

     本校生徒が指導役となる小・中学生対象の体

験学習や本校教員による出前授業を受け入れ

た。自然環境や生物に関わる内容について、27

年度には 1,400 名、28 年度には 1800 名以上を

対象に実施できた。詳細は（表６）に示した。 

  

中学生の海洋観測体験 小学校への出前授業 

 

内  容 平成 27年度 平成 28年度 

つくり育てる漁業 461 368 

体験乗船（含海洋観測） 373 556 

里海環境学習 176 - 

天気の話 223 103 

ウナギの話 156 419 

魚ぎょ！おもしろい魚たちの世界 41 438 

合  計 1,430 1,884 

（表６）キャリアプランニング・サポート参加者数 



   ⑯ グローブ講演会【27-28全】 

     外部講師による自然環境や生物に関わる講演

会を「グローブ講演会」と位置付け、13回実施

した。 

  

三重大学 吉松 隆夫 教授 漁業者 本藤 靖 氏 

    ア グローブ活動と環境学習 

      実施日 平成 27年５月 14日（木） 

      講 師 東京大学大学院新領域創成科学研

究科自然環境学専攻 

          博士後期課程 大塚 啓太 氏 

      対 象 海洋科学科２・３年生 

          航海船舶コース２・３年生 

    イ 環境に優しい養殖の話 

      実施日 平成 27年７月 10日（金） 

      講 師 三重大学生物資源学部 

          吉松 隆夫 教授 

      対 象 海洋科学科２・３年生 

          栽培環境コース２・３年生 

    ウ 釣りを通じて学ぶ魚類学と海洋環境保全 

      実施日 平成 27年７月 10日（金） 

      対 象 海洋技術コース２・３年生 

          栽培環境コース３年生 

      講 師 東京海洋大学海洋科学部 

          奥山 文弥 客員教授 

          マルキュー(株)長岡 寛 氏 

    エ うなぎ 一億年の謎を追う 

      実施日 平成 27年９月 14日（月） 

      講 師 日本大学生物資源科学部 

          塚本 勝巳 教授 

      対 象 海洋科学科２・３年生 

          栽培環境コース２・３年生 

    オ 漂流ごみ調査結果（環境省委託事業） 

      実施日 平成 27年 12月 18日（金） 

      対 象 海洋科学科２・３年生 

          １年生のうち海洋科学科選択者 

      講 師 東京海洋大学海洋科学部 

          東海 正 教授 

          内田 圭一 助教 

    カ 気象の知識 

      実施日 平成 28年１月 13日（水） 

      対 象 航海船舶コース３年生 

      講 師 大阪管区気象台気象防災部 

          角野 康二 氏、松井 実 氏 

    キ 宮津湾の環境の変化 

      実施日 平成 28年２月 25日（木） 

      講 師 漁業者 本藤 靖 氏 

      対 象 海洋科学科２年生 

    ク 環境に優しい二枚貝育成・海藻養殖 

      実施日 平成 28年６月８日（水） 

      講 師 海洋センター 

      対 象 海洋科学科３年生 

    ケ 環境に優しい釣り具の開発 

      実施日 平成 28年９月９日（金） 

      講 師 マルキュー（株） 長岡 寛 氏 

      対 象 栽培環境コース２年生 

    コ 生物の生息域と環境の関係性 

      実施日 平成 28年９月 15日（木） 

      講 師 京都大学 三田村 啓理 准教授 

      対 象 海洋科学科２・３年生 

    サ 気象の知識 

      実施日 平成 28年 12月８日（木） 

      講 師 大阪管区気象台気象防災部 

          坂元 賢治 氏、 

      対 象 航海船舶コース３年生 

    シ 宮津湾の環境の変化 

      実施日 平成 29年２月 20日（月） 

      講 師 宮津なまこ組合 本藤 靖 氏 

      対 象 海洋科学科２年生 

    ス 水環境中に存在するマイクロプラスチック 

      実施日 平成 29年３月 10日（金） 

      講 師 東京海洋大学 東海  正 教授 

          京都学園大学 高澤 伸江 准教授 

      対 象 海洋科学科２年生 

   ⑰ イワガキ天然採苗【27-28科学】 

 

グローブ観測結果の水

温に着目し、イワガキの天

然採苗に取り組んでいる。

平成 27年度は、９～11月

にかけて、約 430個の種苗

を採苗することができた。 

採苗器の垂下 

   ⑱ 「食」を通した環境教育の取組【27-28食品】 

     環境教育の一環として、フードマイレージを

減少させる取組を行った。地産地消を目指し、

学校給食への食材提供（２年間で３校約 700食

を６回）や練り製品教室（14校 502名）等を実

施し、啓発活動を行った。 

  

学校給食への食材提供 練り製品教室 



Ⅳ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

  (1)観測・調査体制の確立 

    平成 25・26年度に指定された第 10期で確立した

観測・調査体制を整理し、本校桟橋における観測及

び結果の分析・総括を海洋科学科が担当することで、

前期以上に観測データを蓄積することができた。 

  (2)情報の発信 

   ① ホームページ 

     本校ホームページにグローブ活動の項を設け、

各学科・コース等で取り組んだ内容を掲載した。 

   ② 啓発活動 

     キャリアプランニング・サポート等を通じて、

地元小・中学校の児童・生徒、教員に対して環

境教育を実施することができた。 

   ③ 研究成果の発表 

     グローブ活動で得られた成果を校外で発表す

ることで、研究活動に対する意欲が増すととも

に、本校での取組を広く周知することができた。 

  

京都大学ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾃﾞｲ 2015 阿蘇海フェア 

    ア 京都大学アカデミックデイ 2015 

    イ 日本水産学会中国・四国支部総会 

    ウ 全国水産・海洋高等学校生徒研究発表大会 

    エ 京都環境フェスティバル 

    オ 阿蘇海フェア 

    カ 京都大学総合博物館特別展「京のイルカと

学びのドラマ」付帯事業シンポジウム 

    キ 第４回 ご当地！絶品 うまいもん甲子園 

    ク 「スペシャリストネットワーク京都」合同

発表会 

    ケ 日本水産学会秋季大会 

    コ 高校生・私の科学研究発表会（神戸大学サ

イエンスショップ・兵庫県生物学会共催） 

    サ 日本水産学会春季大会 

 

（図５）生徒研究発表のスライド 

   ④ 第９回「グローブ日本 生徒の集い」 

     本校桟橋で進めているイワガキ天然採苗につ

いて、水温と降水量の関連性を考察した「京都

の海をモニタリング～イワガキの赤ちゃん捕

まえろ大作戦！！～」の口頭発表及びポスター

発表を行った。参加する小・中学生にもわかり

やすい紙芝居を作成し、２期連続でポスター賞

を受賞した。 

  
参加した２名の本校生徒 紙芝居を見る小学生 

  (3)環境に対する意識の向上 

    第 10期グローブ指定時以上に生徒・教員にグロ

ーブ活動が定着し、環境を意識しながら研究テーマ

を設定することができるようになってきた。また、

環境と生物だけでなく、地域社会を含めた環境問題

にも視野を広げることができ、関連機関との連携・

協同も増えた。 
  (4)各種表彰受賞 

    阿蘇海の水質改善や藻場造成、環境に優しい底曳

網の開発等の継続的な取組が評価され、「みどりの

日」自然環境功労者環境大臣表彰を受賞した。 

  (5)グローバルな感覚の醸成 

    グローブデータのエントリーページが英語表記

のため、生徒が英語を目にする機会が多くなった。

観測データはローカルなものであるが、データエ

ントリーを通じて、世界中のグローブ指定校との

つながりを感じることができ、グローバルな感覚

や思考を育むことができた。 

 ２ 研究の課題 

  (1)観測データの活用と共有化 

    観測データは情報処理室の生徒用サーバへ保存

し活用できる状況にあるが、各学科・コースにおけ

る研究活動に関連付けには至らなかった。 

  (2)グローブ校の連携 

    第 10期は京都府下にグローブ指定校が２校あり、

距離的にも近く、由良川水系の学習を通して、グロ

ーブ校の生徒が活発に交流できたが、今期はそれが

できなかった。綾部高校東分校との交流は継続しつ

つ、グローブ指定校である水産・海洋系高等学校等

との連携を検討したい。 

  (3)意識調査の実施 

    これまで、様々な取組の後には、生徒感想文やレ

ポート等を提出させてきたが、アンケート等は実施

していない。入学時、学科・コース選択、卒業時等

の節目に意識調査を実施し、定量的な意識変化の把

握が必要である。 



Ⅴ 今後の展望 

 １ 通年の取組 

  (1)本校桟橋における日常の観測 

    第 10・11期においては、水質７項目のうち、水

温、比重、pH 及び溶存酸素について、観測機器を

用いた観測を行ってきた。観測体制が整い、データ

を順調に蓄積できている。 

    今後は、これまでの観測方法を踏襲しつつ、原点

に立ち返り、観測機器に頼らない手法（赤沼式比重

計の使用やウィンクラー・アジ化ナトリウム変法等）

を身に付けさせ、観測データの微細な変化に気付く

とともに、地域の環境を俯瞰的な視点で捉えること

ができる人材を育成したい。 

  (2)実習船を用いた沿岸域の観測（月１回） 

    第 11期のグローブ活動により、若狭湾西部の支

湾において海底湧水の存在が示唆された。今後も調

査を継続させるとともにその流出量や成分等の定

量的な分析を進め、地域の生態系にどのような影響

を与えているのか解明したい。 

  (3)キャリアプランニング・サポート 

    年間約 1,400名以上の小・中学生が来校する本校

が環境教育の拠点となり、地域に根差した環境学習

を推進していく役割を担っていきたい。 

    さらに、平成 28年度から京都府立青少年海洋セ

ンター（マリーンピア）や京都府立丹後海と星の見

える丘公園との連携でスタートした「コラボ推進プ

ログラム」を有機的に連動させ、水産・海洋に関わ

る体験活動に「環境」の視点を取り入れていきたい。 
 ２ 各学科・コース等の取組 

月 対象 主な取組 

4 ３年 日本水産学会春季大会 

由良川クリーン作戦 

5 ２年 キャリアトライアル 

6 ３年 

全校 

キャリアトライアル 

３年学習・研究成果中間発表会 

7 １年 

全校 

グローブ観測方法の習得 

ビーチコーミング 

8 全校 阿蘇海カキ殻除去 

9  日本水産学会秋季大会 

10 ２年 キャリアトライアル 

11   

12 ２年 京都環境フェスティバル 

1   

2 全校 

全校 

２年学習・研究成果発表会 

阿蘇海カキ殻除去 

3 全校 ３年学習・研究成果発表会 

スペシャリストネットワーク京都合同発表会  
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